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令和 4年度 大学教育再生戦略推進費 

ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業 

 
 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、地域における医療体制の見直しや医師の地域偏

在及び診療科偏在を解消する重要性が再認識されるとともに、高度医療の浸透や地域構造

の変化（総合診療医の需要の高まり、難治性疾病の初期診断・緩和ケアの重要性等）を踏

まえた新時代に適応可能な医療人材の養成といった課題が浮き彫りとなったところ、これ

らの課題解消に資するためにも、地域にとって必要な医療を提供することができる医師を

養成するための学生への学部段階からの動機づけ・資質能力の育成を図る実習・講義等の

教育プログラムの更なる充実が求められています。 

 本事業は、大学医学部における養成課程の段階から医師の地域偏在及び診療科偏在や高

度医療の浸透、地域構造の変化等の課題に対応するため、将来、地域医療に従事しようと

する意思をもつ学生を選抜する枠を活用し、地域にとって必要な医療を提供することがで

きる医師の養成に係る教育プログラムの開発・実施を行う教育拠点を構築することを目的

としています。 
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地方と都市の地域特性を補完して 

地域枠と連動しながら拡がる医師養成モデル事業 
～ KANEHIROプログラム：病気を診ずして病人を診よ ～ 

 

 本事業は宮崎大学と、宮崎県高岡町出身の高木兼寛を学祖とする東京慈恵会医科大学の間

で締結された大学間包括的連携協定を基盤に、宮崎大学が代表校を、東京慈恵会医科大学が

連携校を務めます。新たに確立する＜KANEHIROプログラム＞では「キャリア形成卒前支援

プラン」として、地域医療や多職種連携に関する講座型科目を拡充し、実習型科目の診療参

加型臨床実習に地域医療、救急医療、総合診療、感染症に重点をおく専門コースを新設しま

す。また、地方と都市の異なる地域特性を補完する単位互換制の交換実習を実施し、オンデ

マンド教材やVR・シミュレーションによる領域横断的な教育も展開して参ります。 

 

 地域枠と連動しながら、新たな時代の多様な医療ニーズに応え、診療にあたる地域を問わ

ずに適切な医療を実践できる医師を養成し、地方が抱える医師不足や医師偏在の解消に資す

る教育モデルの確立を目指します。 
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 代表校の宮崎大学は「世界を視野に 地域から始めよう」をスローガンに、地域に根ざす国

立大学法人としてのミッションを担い、特色ある教育・研究・地域貢献、国際連携などの大

学改革に取り組んでいます。医学部では、教育・研究・診療を通して地域社会や人類全体の

健康と福祉の増進に寄与し、最新の幅広い知識と確かな技術を持ち、常に向上のための努力

を惜しまない医師、研究者、教育者の育成に尽力しております。 
 

 宮崎大学医学部は、前身である宮崎医科大学として、昭和 49 年（1974 年）6 月に宮崎県

民の強い要望と無医大県解消を目指す国の構想の一環に基づき設置され、その後、旧宮崎大

学との統合を経て、令和6年（2024年）に開講50周年を迎えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 直近の改革では、令和 4 年度入学者選抜から地域枠を A／B／C の 3 枠に再編し、恒久定

員内で地域枠を 15 名増の 40 名に拡充したことに加え、全国の高等学校を対象に地域枠 C

「日本のひなた枠」（定員 15 名）を新設し、キャリア形成プログラムに則った医師の養成と

宮崎県地域医療の充実に取り組んでおります。 
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 連携校の東京慈恵会医科大学は宮崎県高岡町出身の高木兼寛によって創設され、建学の精

神『病気を診ずして病人を診よ』を体現する医師を育てるべく「医学は学と術と道とより成

る」を教育理念に掲げ、医師・看護師の育成、医学・看護学研究の振興、医療の実践を通し

て人類の健康と福祉に貢献することを使命に掲げています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

          自然豊かな高岡町の風景 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  高岡町「穆園ひろば」にて 

   （高木兼寛生誕の地） 
 

 

 

 高木兼寛が提唱した『病気を診ずして病人を診よ』の精神は「医学的力量のみならず、人

間的力量をも兼備した医師の養成」に向けた思いが凝縮されたもので、本事業で新たに確立

する教育プログラム・コースの基本理念となります。 
 

 

 



 6 

 

 コース選択制診療参加型臨床実習では、地域医療、救急医療、総合診療、感染症に重点を

おいた6つの専門コースを新設し、地方の宮崎大学と都市部の東京慈恵会医科大学で異なる

地域の構造や特性、医療ニーズを互いに補完し、単位互換制に基づいて学生を交換する診療

参加型臨床実習を展開します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 とくに、宮崎大学と宮崎県児湯郡都農町の連携協定に基づく「長期滞在型地域包括ケア実

践コース」は、3 ヶ月間にわたり都農町に滞在し、都農町国民健康保険病院で地域包括ケア

を学ぶ、先駆的な取り組みです。 
 

 遠隔・オンラインで実施する「VR・シミュレーション実習」は、東京慈恵会医科大学が開

発を担当し、宮崎大学や宮崎県内各地の臨床現場・教育現場とオンラインで結びながら、臨

床現場に繋がる教育手法を導入する大学連携に基づく新たな取り組みとして、高い新規性と

独創性を有します。 
 

 この他、講座型科目、実習型科目を中心に、セミナー形式で実施する教育内容も含めたオ

ンデマンド教材の共同製作/共同利用は、時間や場所に制約されず、繰り返し学習できる、ポ

ストコロナ時代の医療人材育成に適応した受講環境を整備します。 
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連携校との連携体制や役割分担について 
 

 連携校の東京慈恵会医科大学は、宮崎県高岡町出身で脚気の研究成果から「ビタミンの父」と 

称される高木兼寛を学祖とします。宮崎大学医学部は、看護学科に「高木兼寛賞」を制定し、在 

学中の学業成績が最も優秀で、模範となる卒業生 1 名を表彰しています。また、高木兼寛顕彰会 

の主催で毎秋開催される「穆園先生ふるさとの旅」では、東京慈恵会医科大学及び慈恵柏看護専 

門学校の学生と宮崎大学医学部の学生が宮崎県高岡町にホームステイし、町民を交えながら交流 

を深めて参りました。 

 

 令和 2 年 3 月 3 日、東京慈恵会医科大学と宮崎大学は大学間包括的連携協定を締結し、令和 3

年度には医学科5年 ～ 6 年次：診療参加型臨床実習（クリニカル・クラークシップ）において、

単位互換制度に基づく学生交換実習を開始しております(令和 4 年度=宮崎大学医学部16名が 東

京慈恵会医科大学で、東京慈恵会医科大学1名が宮崎大学で実習)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本事業では、これまでの連携実績をもとに、地方と都心で異なる地域の構造や特性、医療ニー

ズを互いに補完し合う教育プログラム・コースを確立します。とくに、遠隔・オンラインで医療

技術の習得・向上が期待される「VR・シミュレーション実習」は、東京慈恵会医科大学が開発を

担当し、宮崎大学や宮崎県内各地の実習施設とオンラインで結びながら実践をはかって参ります。 
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都道府県、医療機関等との連携体制や連携の特色について 
 

 宮崎県、宮崎県教育委員会、宮崎県医師会と宮崎大学は、令和2年10月 26日に「宮崎県医師 

養成・定着推進宣言」を発し、① 地域枠の適切な定員設定と医学生教育の充実、② 宮崎県キャリ 

ア形成プログラムに基づく若手医師の養成・確保、③ 医師の勤務環境の改善による県内定着促進、

に重点をおき、関係機関が一体となった「オールみやざき」の連携体制を強化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮崎県及び宮崎県地域医療支援機構、宮崎大学医学部の連携により、毎春、宮崎大学医学部地 

域枠新入生や自治医科大学新入生を対象に「地域医療オリエンテーション」を開催しています。 

また、宮崎大学医学部地域枠入学生の全員を対象に、毎年 2 回、全体ミーティングを開催し、キ 

ャリア形成プログラムに関する説明や地域医療に関する意見交換、グループワーク等を実施して 

おります。 

 

 宮崎県は二次医療圏ごとの医師数の 55.6%が宮崎東諸県医療圏に集中し、人口 10 万人当たり 

の医師数で全国平均の 244.9 人を上回っているのは宮崎東諸県医療圏の 353.5 人のみで、他の 

圏域は全国平均を下回っています。本事業では地域枠と連動しながら「様々な地域の構造や特性 

を理解し、総合診療や救急医療、感染症をはじめとする新たな時代の多様な医療ニーズに応え、 

診療にあたる地域を問わずに適切な医療を実践できる医師の養成」に尽力し、宮崎県内の医師不 

足や第二次医療圏間の医師偏在の改善、解消も視野に社会的インパクトの創出を目指します。 
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事業の実施体制について 

 

1) 代表校を宮崎大学、連携校を東京慈恵会医科大学とし、事業責任者は代表校の宮崎大学医学部 

長が務めて事業を統括します。事業推進プロジェクトリーダー（兼・事業推進委員長）及び教

育 プログラム・コース責任者を宮崎大学医学部副学部長（教務担当）が務めます。 

 

2) 事業推進プロジェクトサブリーダー（兼・事業推進副委員長）及び教育プログラム・コース開 

発・編成担当コーディネーターとして、代表校と連携校に各1名の教員を配置します。 

 

3) プログラムを構成する各コースの開発・編成を担当するコースディレクターとして、各コース 

に 1名の教員を配置します。 

 

4) 本事業を推進し、必要な審議事項等を取り扱う「事業推進委員会」を組織し、必要な場合には 

委員以外（例：コースディレクター）にもオブザーバーとして参加を求めます。 

 

5) 事務取扱は代表校:宮崎大学医学部医療人育成課(事務補佐員 2 名を新規雇用)と連携校:東京慈

恵会医科大学教育センター(事務補佐員 1 名を新規雇用)が所掌します。 

 

6) 宮崎県との連携は宮崎県地域医療支援機構大学分室長が主導します。 

 

7) 宮崎大学医学部と東京慈恵会医科大学は令和2年 3月 3日に大学間包括的連携協定締結後、

令和3年度から単位互換制度に基づく学生交換実習を開始しており、学生派遣・受入に関わる

手続きや連絡体制は既に整備されています。 

 

 

  



氏名 所属(大学、自治体、研究所等)・職名 事業における役割

菱川　善隆
宮崎大学・医学部長

（医学部解剖学講座・教授）

事業総括

（兼・事業推進委員会委員）

澤口　朗
宮崎大学・副学部長（教務担当）

（医学部解剖学講座・教授）

事業推進プロジェクトリーダー（兼・事業推進委員会

委員長）、教育プログラム・コース責任者

小松　弘幸

宮崎大学・医療人育成推進センター

副センター長（教授）

兼・宮崎県地域医療支援機構・大学分室長

事業推進プロジェクトサブリーダー（兼・事業推進委

員会副委員長）、教育プログラム・コース開発・編成

担当コーディネーター

武田　聡 東京慈恵会医科大学・救急医学講座・教授

事業推進プロジェクトサブリーダー（兼・事業推進委

員会副委員長）、教育プログラム・コース開発・編成

担当コーディネーター

コースディレクター（都市型救急診療コース）

吉村　学
宮崎大学・医学部

地域医療・総合診療医学講座・教授

コースディレクター（地域包括ケア実践コース、長期

滞在型地域包括ケアコース）

落合　秀信
宮崎大学・医学部

救急・災害医学講座・教授

コースディレクター

（地域連携型救急診療コース）

常喜　達裕
東京慈恵会医科大学

内科学講座（総合診療内科）・教授

コースディレクター

（都市型総合診療コース）

吉田　正樹
東京慈恵会医科大学

感染症科・教授

コースディレクター

（都市型感染症診療コース）

万代　康弘
東京慈恵会医科大学

救急医学講座・講師
VRシミュレーション実習オーガナイザー

片岡　寛章
宮崎大学

理事／副学長（研究・企画担当）
事業推進委員会委員

横尾　隆
東京慈恵会医科大学

内科学講座（腎臓・高血圧内科）・教授
事業推進委員会委員

中村　真理子
東京慈恵会医科大学

教育センター・センター長（教授）
事業推進委員会委員

石橋　由朗
東京慈恵会医科大学

教育センター・教授
事業推進委員会委員

和田　陽一
宮崎県

福祉保健部・次長
事業推進委員会委員

進藤　功一
宮崎大学・医学部

医療人育成課長
代表校：事務統括

佐藤　美香
宮崎大学・医学部

医療人育成課・次長
代表校：事務・広報担当

小松　一祐 東京慈恵会医科大学・教育センター 連携校：事務統括

井草　誠彦 東京慈恵会医科大学・教育センター 連携校：事務・広報担当

事業実施体制
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詳しくはホームページをご参照ください 

           👉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ・ご連絡先 
 

〒889-1692 宮崎県宮崎市清武町木原5200 

宮崎大学医学部 医療人育成課内 

「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点事業」事務担当 

TEL 0985-85-9795 / FAX 0985-85-0693 


